
カタチには理由
ワ ケ

がある(123)  

～ビッカース 432 試作高高度戦闘機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機ビッカース 432 は、英国空軍からの高高度戦闘機の仕様に応募した試作機であって、ウェストラ

ンド・ウェルキンと競作になりました。いずれも二段過給機を有するマーリンエンジンを搭載した機

体でしたが、本機体がこの勝負に破れて、ウェルキンが正式化されることとなります(とはいえ、ドイ

ツ空軍が高高度爆撃機に本腰を入れなかったので、結局、ウェルキンも実戦投入されることはありま

せんでした)。高高度ならではの課題として与圧キャビンがありますが、この機体のキャノピーは半球

状の形状で、機内を与圧していることがわかります。また、エンジンナセルからの外翼が、スピット

ファイアと同じ？という疑問もあったのですが、パーツ状態で比

べてみると、スパンは違うものの輪郭は似ていますｗ。スーパー

マリン社はビッカース社の子会社ですから、同社は手っ取り早く

子会社の主翼輪郭データを利用したのかもしれません。 

【模型について】 

チェコの KORA model の 1/72 のレジンキットです。外翼、内翼、エンジンナセルを別パーツとして

いるなどバラバラで、カタチにするだけでも一苦労でありました。（中川裕幸 2025 年 6 月） 

Shape follows Function  

& Taste

（↓ウェルキンと）

（ウェルキンとの諸元比較表(出典：『Wings of Fame』vol.6(Aerospace Publishing))→ 

（↑スピットファイアの主翼形状と比較)  


